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フィールドワークで知った政策形成の魅力

私は、社会福祉学部行政専修※1の学生として、
また同時にスカラシップ生として4年間で多くの学
びを得ることができました。今回は私の大学生活
4年間を振り返り、皆さんに日本福祉大学入学後
どんな体験が待っているのかご紹介します。
私が大学へ入学した2021年は新型コロナ感染
症の猛威は収まらず、対面での入学式や初回授
業は実現したものの、すぐにオンライン授業に切り
替わってしまいました。孤独を感じることも多々あり
ましたが、決して学びの機会がゼロになったわけ
ではなく、私自身が学びたいと望んで行動すれば、
大学が応えてくれて何かしらの知見を得られると
信じ、積極的に活動に参加しました。
特に印象に残っている学びは、2年次に所属して
いたゼミナールでの政策形成の研究です。実際に
滋賀県彦根市へ足を運び、フィールドワークを通し
て、地域の現状を把握しながら、地域が抱えてい
る課題を抽出し、その課題を解決するための糸口
をクループで検討していきます。実際
に、ゼミ生が彦根市の職員の方々に
政策を提案させて頂く貴重な機会も
あり、行政の仕事に就くと自分が考
えた政策がまちの一部となるという
魅力を発見するきっかけにもなりました。

苦手を克服したスカラシップでの活動

オープンキャンパス内の一部のプ
ログラムをスカラシップ生が企画
から運営まで携わっています。白紙
の状態からアイデアを出し合い、目
標に向かって準備・行動することで、
コミュニケーション能力や課題解決

力を身に付けることができます。以前から私は人
に頼ることが苦手で、つい自分一人で抱え込んで
しまうクセがあり、活動の中で思い悩むこともあり
ましたが、同年代や先輩・後輩など多くのスカラ
シップ生に相談に乗ってもらい、支えられながら最
後まで準備を進めることができました。
思い描いていたものを形にすることができ、私た
ちの代の最後にして最大のオープンキャンパスで
は、多くの来場者に満足していただける結果となり
ました。
こうした活動で得た学びや成功体験、困難克服
による自信は、就職活動で活かすことができまし
た。私は4社受験しましたが、どれも不合格になる
ことなく最終試験まで進むことができ、その結果、
第1志望先から内定を頂くことができました。これ
は、多くの体験と自信を自分に与えてくれた日本
福祉大学のおかげだと確信しています。

卒業後は福祉職として奮闘します！

卒業間近の私が現在注力しているのは社会福
祉士国家試験対策と卒業論文です。難易度の高
い国家試験への挑戦になるので、参考書のみな
らず夏期講習や模擬試験などの手厚い試験対策
プログラムに申し込み、半年前よりも模擬試験の
得点率を大きく上げることができました。今後も現
在の学習スタイルを信じて現役合格を目指します。
また、卒業論文では、「自殺遺族への支援」をテー
マに研究しています。過去の自分の体験をもとに、
大切な人が自殺した場合、支援に繋がらずに困っ
ている人々をゼロにできないか考えるのが主な
ターゲットです。まだ完成は遠いですが(※執筆当時)、
ここで得た知見は社会に出ても必ず活きると信じ
て完成させます！
卒業後は滋賀県内の市役所に福祉職として入
庁する予定です。今後、現場に出る毎日が当たり
前になっていく中で、理論だけでは太刀打ちでき
ない場面も多々直面すると思いますが、日福で得

た自信をもって自分なりに奮
闘していきます！

どんな保育者になりたい？

私が日福を選んだ理由は、４年間を通して障害
の事を深く学べる点です。障害の特性等を学べる
ことはもちろん、学内には障害のある学生も多く
在籍しており、授業の支援ボランティアなど、障害
学生と関わる機会があります。私も実際に他学部
の先輩の支援として、実習日誌の代筆をしたこと
があります。先輩が様々な思いと葛藤しながら実
習に臨んでいたことを知り、自分自身、将来どん
な施設でどんな支援ができる保育者になりたい
のか、考えるきっかけにもなりました。
また、男子学生が多いことも日本福祉大学の特
徴の一つだと思います。保育者と聞くとまだ女性
の仕事というイメージが強いかと思いますが、実
習先でも必ず男性保育者がいました。身体を
使った遊びでは女性よりも動きの緩急をつけられ
ることでダイナミックな動きが出来たりと男性保
育者の存在は大きいと感じています。

インクルーシブ保育の学びを深めて

現在は、インクルーシブ保育を研究するゼミに所
属しています。インクルーシブ保育とは、国籍や障
害などの有無に関わらず参加出来る保育の事で
す。ゼミでは事例を扱う他にも、外国にルーツを
持つ家庭が多い地域の小学校や幼稚園を見学
したり、障害を持つ子どもを預かる保育園を訪問
し関わったりするなどの活動を通じて、インクルー

シブ保育の学びを深めています。近年、個別の配
慮が必要な子どもたちが増えていますが、自分が
保育者になった時、そのような子どもたちとの関

わり方に悩む場面あると
思います。そんな時にきっ
とこの4年間の学びと経
験は大いに役立つと思い
ます。

“楽しい気持ち”を大切にできる保育者に

以前は目指す保育者像について考えが纏まら
ず、実習で上手くいかない事があると、この仕事
には向いていないと悩む事もありました。そんな時
でも子どもたちが目の前の事に一生懸命取り組
み、好きな事を楽しそうに話す様子を見ると、子ど
ものひたむきさに元気をもらい、私がへこんでい
る場合ではないと思うようになりました。保育士と
しての目標がしっかり定まったのは、未満児のク
ラスに入った時の子どもとの関わりです。その子
はいつも電車のおもちゃを持っていて、その日は
電車の絵本を読んでいました。しかし文字がまだ
読めないので様々な電車を指差しては「ぽっ
ぽー」と言っていました。私が電車の絵に合わせ
てそれぞれの汽笛の音を声に出して読んであげ
ると、「これは？こっちは？」と楽しそうに何度も聞
き返してくれるようになりました。まだ発語が少な
く、言葉よりも手が出やすい子どもだったため、ど

う関わるべきか悩んでいましたが、好きな物の前
では目を輝かせながら一生懸命に話をしてくれ
る姿に驚きました。このような姿を見て、私は「子
どもたち一人ひとりの“楽しい”という気持ちを大
切にできる保育者になりたい」と理想を持ちまし
た。

先生、両親への感謝を胸に

思い返すと私も保育園に通っていた頃、
担任の先生に絵をほめてもらった事がす
ごく嬉しかったことから、今でも趣味のひ
とつとして絵を描き続けています。当時は学生に
なっても絵を描くとは想像していませんでしたが、
このように幼児期の経験が大人になっても生きる
事があります。私も保育者として、音楽だったり運
動だったり、何か一つでも夢中になって取り組め
る事を見つけるお手伝いが出来たらいいなと思っ
ています。
保育園での経験もそうですが、家庭でも両親に
は子どもの頃から様々な経験をさせてもらいまし
た。その中には楽しかった事だけではなく、悔し
かったり苦しかったりする事も沢山ありました。で
もそれは決して無駄ではなく、保育者として子ど
もに関わる上で大切な要素になると感じています。
これまでの自分を信じて理想の保育者になれる
よう、これからも頑張っていきたいと思います。

※１ 2025年4月から改編

四年間の学びと見つけた理想の姿
教育‣心理学部 子ども発達学科

保育･幼児教育専修４年

小野 瑞季さん
（長野県下諏訪向陽高等学校出身）

学生奮戦記 日本福祉大学で学んだ「ふくし」を礎に４月からは公務員として福祉・保育の現場に携わるお二人。
大学での学びを自身の強みとして社会に貢献していくことを決めた二人が大学時代に培ったものとは？

100点満点中150点の大学生活
社会福祉学部 社会福祉学科 行政専修４年

小泉 寛汰さん
（長野県木曽青峰高等学校出身）
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辰野町・辰野高等学校と２００７年に交流連携協定を締結して以来、特に辰野町川島地区のみなさんと一緒に街づくりの活動や地域イベントに参加させて
もらい、交流を深めてきました。２０１８年度からは、「地域づくり」に興味がある学生や長野県出身学生が故郷支援などそれぞれテーマを掲げ、活動を進めて
きました。コロナ禍で中断していた活動が２０２４年度5年ぶりに再開することとなり、8月～9月にかけて「地域デザイン」を研究している社会福祉学部 宮國
康弘先生のゼミに所属している3年生、4年生が辰野町内でゼミ活動を行いました。また、10月に開催された横川峡紅葉祭りには1年生3人が参加し、地域
の方々と一緒にお祭りを盛り上げてくれました。

辰野町×NFUコミュニティー・ラボ

100年先の未来に何が残せるか

８月１０日（土）～１２日（月）の2泊３日、3年生が辰野へ入り、地域のみな
さんと交流をしながら、DIY＆農業体験、商店街の活用方法等を学びまし
た。また、農村型地域運営組織（農村RMO）の形成を目指す準備委員会
が企画したワークショップにも参加させてもらい、それぞれの立場から川島

の魅力や課題について意見を出し合いました。
少子高齢化、人手不足など課題は尽きません
が、「子どもや孫の代が暮らしていける、１００
年先の川島の姿を考えていきたい」と地域一
体となってできることを創造し、明るい未来に

向かって前進している地域の方々の姿は
とても魅力的でした。
都会と地方の地域課題や環境の違い
を知り、その課題解決に取り組む地域住
民の思いに触れることができた３日間は
「地域デザイン」を研究している学生に
とっては大変刺激的で充実した時間に

なったようです。

とびとびに面白いお店が集まる商店街

「アートフェスティバルの開催、アーティストや子どもたちの作品をギャラ
リー化するなど、アートで町を活性化できないのかな？」、「地域の子どもた
ちや高校生をメインターゲットにした企画ができると楽しいかも」。
辰野町を散策しながら、様々な視点から提案をしてくれたのは社会福祉
学部1年生の3人（長野県出身者2人を含む）。
この3人は10月27日（日）に開催された横川
峡紅葉まつりの運営サポートに名乗り出てくれ
た学生で、「地域づくり」に興味があり学びを深
めています。大学でも半田市中心市街地のまち
づくり「マチプロ」（半田市の若者がまちに継続的に関わ
る仕組みづくりを提案するプロジェクト）にも参画しており、愛知県半田市と長野県
辰野町を比較しながら、地域の特色をより深く理解して地域活性化に繋が
るヒントを見つけていきたいと今回参加をしてくれました。
今回は辰野町の中心市街地でもある「トビチ商店街」を地域おこし協力
隊の廣田さんに案内してもらいながら、これまでの商店街の歴史を教えて
いただきました。

空き家になった建物はリノベーションされ、コーヒー
スタンド、雑貨や、アパレルショップ、コワーキングスペ
ースなどのお店へ生まれ変わっています。訪問時に
は町中を美術館に見立てた美術展「トビチ美術館」
が開催中だったため、とびとびの空き家には国内外
のアーティストによる個性溢れる作品が展示されて
いました。

シャッター商店街と聞くと閉まっているシャッターばかりで寂しそうなイメー
ジがありましたが、トビチ商店街はぽつぽつと明かりが灯り、暖かく、どこか
懐かしい気持ちになりました。また来てみたいと思わせてくれる不思議な商
店街でした。街づくりの新たな視点や可能性に触れることができた学生た
ちにとっては、短い時間でしたが、今後の大学での学びを刺激する時間に
なったようです。

四季折々の風景が魅力の横川渓谷

辰野町横川渓谷は、国の天然記念物「蛇石」の
ある林と川の清流がある渓谷で、夏はキャンプ、
秋は紅葉の名所としても知られています。
「紅葉祭り」は日本一の大きさを誇るかやぶき屋
根がある「かやぶきの館」で毎年開催されています。今年で26回目を迎え、
地元川島産の農産物を販売する軽トラ市やそばの販売、キッチンカーや珈
琲のふるまいなど、イベントが盛りだくさんです。2025年3月31日をもって
閉校となる川島小学校の子ども達が育てた大根等も販売され、会場には
朝から多くの方々が来場され賑わっていました。

地元のきのこを贅沢に使用した、きのこ汁と松茸うどん

地元のきのこや肉などの具材を調理しているのは、川島門
前のお父さん方。毎年、門前地区が販売するきのこうどんや
松茸うどんは大人気商品で、今年は松茸が豊作だったことも
あり、大盤振る舞いの松茸うどんをお目当てに、開店前から
長蛇の列ができていました。
学生は受付＆会計を任命され、お客様に満足してもらえるための接客方
法を自分なりに考え、行動していたようです。接客をしながら、地域の方々
と会話をする中で、毎年紅葉祭りを楽しみにしている方がたくさんいること、
子どもたちの元気な姿を見てパワ-をもらっている方がいることなど、来店
された方の思いを知ることもできたようです。

3人の活躍もあり、大きなトラブルもなく、見事に
全商品完売することができましたが、学生からは
若い世代の来場者が少ないこと、運営側に女性
（お母さん方）の姿があまり見えない事に疑問の声
があがりました。

地域理解を深めながら、自分自身の可能性を広げる

住民同士の繋がりの強さを感じながらも、初めて
辰野町へ来た自分たちを快く受け入れてくれる地
域の方々の温かさにふれた学生からは、「もっと辰
野町のことを知りたい！」、「物事を幅広い視点で
捉えられるにようになりたい！」との声が上がる一方
で、南信地域出身の学生からは「出身地から近い
のにも関わらず、辰野町の魅力や活動、政策について驚くばかりで、身近
な存在だからこそ見落としがちになってしまうことに気づきました。」と率直
な感想がありました。
地域での学び（フィールドワーク）は、大学の座学では得られない新しい
視点や発見、知識を得ることができます。地域住民のリアルな声に耳を傾
け、自分ができることを考えながら行動することで、あたり前だと思っていた
ことがあたり前ではないことに気がつき、今までの概念を覆されるような体
験をすることもあります。時には、自分自身の弱さとも向き合うことになりま
すが、地域での学びは自分の可能性を広げ、人生観を変えるような出会い
が待っています。
どこの地域にも課題はたくさんありますが、大人では思いもつかないよう

な視点からの意見や提案をしてくれる学生
の声には、新しい地域づくりのヒントが隠れ
ているように思います。学生自身の知見を
深め、多様な考えで地域の課題を解決でき
る力を養っていけるように、今後も継続的な
活動を進めていきたいと思います。

長野県出身の学生活動や長野県内でのフィールドワークを紹介している「信州＋」。

講義だけではわからない、サークル活動やバイトだけでは見えてこない世界があります。

そんな未知のゾーンに踏み込んで、自分の世界や視野を広げてほしいと思います。2024信州＋（プラス）

NFU・・・NIHON FUKUSHI UNIVERSITY

「地域デザインの本質」に触れた３日間

４年生にとって最後となるゼミ合宿が９月5日（木）～
7日（土）に行われました。「地域デザイン」を研究して
きた４年生の集大成です。
3日間の活動では、地元住民だけでなく、移住者の方
とも交流する時間が設けられました。地元野菜を使った
おやき作りを体験したり、地域の魅力を発信している地
域おこし協力隊の方の話を聞いたり、日替わり店長が立つソーシャルバー
を訪問したり、閉鎖したバスの営業所にあるダンススタジオ、古着屋、ピザ
屋の複合拠点を見学したりと、ここでしかできない体験がたくさんあったよ

うです。
人と人とのつながりが強く、地域
のことを思い活動をしている方が多
くいる辰野町に魅了された学生が
続出した３日間となりました。
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宮田村の魅力は、自然豊かなところです。アルプスの山々を見ると、宮田

村へ帰ってきたことを実感します。

宮田村は、「住みたい田舎ベストランキング2024」で、村の部「子育て世

代部門」で４年連続全国１位を獲得していますが、まだまだ知られていない

イメージがあります。イベントでは、村の皆さん同士の繋がりが深く、子ども達

が伸び伸びとしている姿が印象に残っています。だからこそ、子育て支援の充

実や自然の良さなどをインスタグラムなどのSNSや村外でのイベントでも村の

魅力を伝えていくことが大切だと思います。（小野）

宮田村で暮らす人たちの持つ郷土愛の強さを改めて実感することができま

した。宮田市（歩行者天国）が開かれた場所の近くには、宮田村の文化

財全体の約４割が存在します。幼い頃になんとなく眺めていた歴史のありそ

うな建物が実は国の登録有形文化財であったことを今になって知りました。

このことがきっかけで、古くから存在する宮田村の歴史について関心を持つこ

とができています。一度住み慣れた地域を離れることで、その地域の魅力を

異なる視点から感じ取ることができると思います。（二ツ木）

アルプスに囲まれ、田園風景が広がる自然豊かな宮田村。昨年に続き、
今年も宮田村で10月20日（日）に開催された「宮田市マーケットin宮田
宿」（主催：宮田村の景観を考える会）へ同村出身の学生2人が運営ス
タッフとして参加しました。
宮田村では、ふるさと宮田村の魅力を将来世代に引き継ぐためにも、良
好な景観の保全・形成を図ることを目的に2017年4月1日、宮田村景観
計画、景観条例を施行し、教育大綱では郷育（故郷に行き 故郷を愛し
故郷を創る 人財の育成）を掲げ、子ども達が地元の地域へ関心が持て
るような取り組みを行っています。その一環として、伊那街道宮田宿を

「みる、しる、たのしむ、わかちあう」をコンセプト
に「宮田市マーケットin宮田宿」が開催されてい
ます。
今年もメイン会場では、飲食や農産物、雑貨の
販売の他、ステージでは音楽とダンスが披露さ
れるなど、地域の方々の交流の場が生まれ、
各自楽しむ姿が見られました。

また、宮田村の文化や歴史までを知ることができ
る「宮田宿博物館での発見」では、宮田宿に関わ
る古文書や掛け軸、焼き物などが展示され、これま
での歴史や文化の紹介がありました。その他、国の
登録有形文化財になった土蔵を巡ることもでき、
会場は賑わいを見せていました。
学生2人が担当したクイズラリー「宮田宿を歩い
て周って、答えを集めよう！」では、参加者が楽しみながら宮田村のことを
知っていけるような仕掛けになっています。親子や友人同士で挑戦してく
れる方が多く、難易度の高い問題に苦戦された方もいたようですが、クイ
ズを通して、村の歴史にも触れることができ、新たな発見にもつながった
ようです。
参加した学生も進学で宮田村を離れた2人だからこそ気がつくことがで
きた「ふるさとの魅力」があるようです。目の前にあるあたり前だと思って
いた物の中に素敵な物、魅力的な物が隠れているのかもしれません。
これからも地元に貢献したいという気持ちを忘れずに、目標に向かって
頑張ってほしいと思います。

ふるさとの良さ、歴史を再発見！宮田市 ＆ 美浜町産業まつり

今回参加した辰野町川島地区でのゼミ合宿では高校時代には知ることが

できなかった辰野町の魅力に気づくことができました。

私自身、辰野町内の高校に通っており、当時は「何もなく不便な町」という

イメージを持っていました。今思うと、高校時代は辰野町の一部分しか見れて

おらず、町について知りたいという思いや地域に積極的に関わろうという思いが

それほどなかったのだと思います。

しかし、今回の合宿で実際に地域住民の方と関わり、町が行うイベント、

商業施設等を直に体験したことで私が抱いていた辰野町のイメージが大きく

変化しました。地域の方と話していると、皆さん辰野のことが好きで、「この町を

少しでも豊かに」、「みんなが暮らしやすい地域にするためにはどうしたらいいだ

ろうか」という想いが強く伝わってきます。何もない地域だから＝つまらないと思

うのではなく、「この地域のこの場所でこんなことができたら、もっと人が集まるの

ではないか」と多面的、多角的に考えることができるようになり、

今後は自分が情報を発信する立場になっていきたいと思うことが

できた合宿でした。

どこの地域でもそうですが、表面的に見ただけでは分からない

ことも多く、地域のイベントに参加したり、そこで暮らす人たちの

ことをより深く知ることによって地域の魅力を理解できるようにな

るのだと思います。これからも自分ができることを探し、自分なり

に地域へ貢献していきたいです。

3日間を通して感じたのは「かっこよくて夢のある地域」だということ。

他県からの移住者が議会議員をやっていたり、地域おこし協力隊として

活動していたり、民宿を営んでいたり。長年地域で暮らしている方がやる

ものだという自分の中での固定観念をド派手に壊してくれました！地域の

方々と交流し、実際の声を聞いていく中で、辰野ならではの賑わい・温か

さを感じつつも、やはり中山間地域に起こりうる空き家問題や住民の高

齢化、若者の地域活動への参加率などが存在することがわかりました。

ただ他の地域と一味違うところとして、やはり移住者の多さというのがキー

ポイントではないかと思います。もともと住んでいる地域住民と移住者との

関係をどう作っていくかというのは、新しい視点だなぁと楽しく学ばせていた

だきました！

以前にも辰野町のイベント「どろん田バレー」

に参加させていただいたことがあるのですが、

合宿で再会した時にそのことを覚えてくださって

いて、「環境や人に関心を持って行動している

から辰野は他の地域と違う空気感がある

のかなぁ」と思いました。

辰野で自分のやりたいことを叶えている皆さんを見ると自分もでき

るかもという気持ちになるので、新しい自分を見つけたい人は夢のあ

る辰野町に行ってみてほしいと思います！

長野県出身学生と県外出身学生からみた辰野町とは？

長野県出身 関森 さん 愛知県出身 吉田 さん

宮田村出身の二ツ木さんと小野さんへインタビュー🎤
左：健康科学部2年 小野 さん

右：社会福祉学部4年 二ツ木 さん

11月10日（日）、美浜キャンパスがある愛知県美浜町産業まつりに数
年ぶりに宮田村ブースがお目見えしました。宮田村産のりんごやジャム、
ソースなどを販売しながら、観光PRを行いました。 合計450個のりんご
三兄弟（シナノゴールド・シナノスイート・秋映）は午前中のうちに完売して
しまい、信州産りんごの持つブランド力の高さを目の当たりにしました。

美浜町産業まつりでは宮田村の産業をPR

「宮田村では歴史や文化、美浜町では産業を知って
もらうためのイベントで、双方お祭りのコンセプトは違
いましたが地域を知ってもらうという部分は共通して
いると思います。今回両方のイベントに参加できたこ
とで地域の魅力や底力を何度も実感しました。地域の
活性化やより良い暮らしを目指して奔走する地域の
方々と関わり影響を受けて、これからの地域活性化に必要な若い世代をど
うすれば取り込めるのか、自分なりに考えていきたいと思います。」とイベン
トに協力してくれた二ツ木さんからの感想が印象的でした。
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活気あふれる宮田市の様子を直接見ることが

できて良かったです。また、宮田村に古くからある

文化財の歴史的価値についても気づくこともでき

ました。

一方で宮田市の様子を見て、保護者と一緒に訪れた小学生は多く見かけ

ましたが、イベント関係者以外で地域の中学生や高校生の姿はあまり見かけ

ませんでした。今後、中高生や子ども達がどうすれば地域のイベントに興味を

持ってもらえるのかを考えていきたいと思います。（二ツ木）

作業療法士を目指しています。卒業後は、地元に戻りリハビリを通して、地

域貢献ができるような作業療法士になりたいと思っています。そのためにも、専

門職の知識を高めながら、大学近くで開催されている地域イベントへ参加をし

て、地域の方々と交流しながら、作業療法士としてどのように地域を支えてい

けるか、考えていきたいです。（小野）

Q1.県外へ進学して改めて感じた宮田村の魅力や課題は何ですか？ Q2.今後の目標を教えてください

みやだいち



「寿齢讃歌-人生のマエストロ-写真展19」
が開催されました

公募写真展「寿齢讃歌」が今年も茅野市美術館で開催されました。
【開催期間：2024年9月13日(金)～9月25日(水)】
この写真展は諏訪市出身の写真家、故・木之下晃先生（本学卒業
生・客員教授）のプロデュースにより始まった写真展です。おおむね
75歳以上の方々を被写体とした写真を通して、お年寄りを称え、そこ
に写り込む地域文化と共に次世代に伝えていくことを掲げています。
生前、「市井で星霜を積み上げてきた人たちは皆
『人生のマエストロ』。そこに刻み込まれた風貌を
残すことは、後世への文化遺産になる。そして福祉
を学んだ自分の福祉活動でもある。」とおっしゃって
いた木之下先生。本学もそのコンセプトに感銘を
受け、また、本学に所縁の深い長野県での取り組み
であることから、長年にわたって協賛をしています。
19回目となる今回も全国各地から85作品の応募
があり、会場を訪れた人々の目を楽しませました。
９月13日(金)に行われたオープニングセレモニー
では、今回から講師としてお迎えした写真家・石川直樹さんも会場に
駆け付け、「それぞれの写真から読み取れる情報が豊富で、見ていて
飽きることがありません」と挨拶をされました。

本写真展の出展作品はこちらの
WEBサイトからもご覧いただけます⇒

長野県出身学生がキャンパスをご案内！

オープンキャンパスバスツアー

毎年、多くの皆さまにご参加いただいているオープンキャンパスバスツアー。今年度も
７月27日(土)の美浜オープンキャンパスに合わせて、長野県発のバスを運行し、総勢
41名の高校生、保護者の方にご参加いただきました。
このバスツアー最大の特徴は長野県出身の在学生が案内してくれるというところ。
キャンパスに着くと、担当の学生スタッフが皆さんをお出迎えし、参加したい企画、行き
たいところへと案内してくれます。また、一緒に会場を周る間にも学部での学び、サーク
ル、アルバイトの話はもちろん、ひとり暮らしで困ったことや長野県と愛知県の違いなど
同郷の先輩だからこそ聞ける話題が盛りだくさん。キャンパスガイドやWEBサイトには
載っていない先輩のリアルな話を聞けるのが最大の魅力となっています。
今回も参加者の皆さまより感想をいただきましたので、その一部をご紹介します！

ご参加いただきました皆さま、ありがとうございました。
今回のバスツアーが皆さんの進路選択の一助となれましたら幸いです。

ｖ

日本福祉大学 松本オフィス
〒390-0815 長野県松本市深志1-1-24・3Ｆ

TEL：0263-31-9011 FAX：0263-32-8018

OPEN：火曜日～土曜日 9:30～17:30
CLOSE：日曜日・月曜日・祝日

MAIL：e-matsumoto@ml.n-fukushi.ac.jp

松本オフィスへのご質問・ご相談・
来室の予約はこちらのフォームから➡

松本オフィス通信のバック
ナンバーは下記QRコード
からご覧くいただけます↓
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各学部・学科がリニューアル！より専門的な新しい学びがスタートします！

今年度入試もまだ間に合います！ 一般入試がさらにパワーアップ！

日本福祉大学 特別奨学生制度

最大４年間の授業料と入学金が半額になる
新制度が誕生！一般入学試験【前期日程】
A方式(3教科型)合格者の内、成績上位者
25％が減免対象に。２年次以降も各学部
での学業成績が上位25％以内であれば、
継続して半額減免されます≪全学部対象≫。

工学部が誕生 社会福祉学部が進化！ 経済学部が２専修制へ
これからの社会で求められる障害児
保育・多文化保育・自然保育の３つの
キーワードを複合的に考え、全てのこ
どもや家族の「声」を大切にする保育
者を養成します。こどもや保護者と触
れ合う機会も豊富にあるため、多様な
保育ニーズに応えられる力が身に着き
ます。

一般入試【前期日程】は
長野県内３会場で受験できます！

一般入試【前期日程】（2月3日～5日）では、長野市、松
本市、飯田市の県内３会場で受験可能！利用しやすい会
場をお選びください。また、日本福祉大学は２出願目から
の検定料が5,000円とお得。方式や日程等を変えて複数
出願しても負担少なく合格のチャンスが広がります！

色んな学生さんが話しかけて
くれて聞きたいことをたくさん
聞くことができた。他の大学と
は違いとても魅力を感じた。
不安だったことがなくなった。

２専修制を導入し、経済学・経営学
の両面に強い企業人や公務員を育
成します。経済・経営のいずれかに
軸足を置きつつ、両分野を幅広く学
べるカリキュラムに刷新。企業や自
治体、医療福祉など多彩な分野で
活躍できる人材を養成します。

学びの仕組みを一新して科目選択
や進路選択の自由度を高めるため、
「総合政策専修」と「現代社会専修」
の２専修制となります。将来の目標
が明確な人も、入学後に進路を考え
たい人にも幅広く柔軟な学びが用意
されています。

人間らしい暮らしを支える技術や空間。
その研究教育をさらに極めるために
「工学部」を開設します。情報工学と
建築学を両論として、時代の変化を先
取りするITエンジニアやアーキテクトを
育てます。人を真ん中に考える工学と
して日本福祉大学の工学部が起動！

総合型選抜がリニューアル！
（AO入試、活動評価型入試）

AO入試、活動評価型入試の募集学部に新たに「健
康科学部リハビリテーション学科理学療法学専攻」が
追加！また、従来点数化していなかった「調査書」
や「検定・資格」を点数化して今までの頑張りも
しっかり評価します！

一般入試対策WEB講座
動画配信中！

「一般入試」に向けて、予備校講師による
対策講座の動画を配信します。教科別
に予備校講師が過去の一般入試問題を
分析し、出題傾向や受験対策について
解説いたします。お申し込みはコチラ⇒

社会福祉学部 スカラシップ
一般入学試験

一般入試で社会福祉学部の受験をお考えの皆さん、ス
カラシップ入試に挑戦してみませんか？スカラシップで
合格すると、特別育成プログラムへの参加や４年間の
授業料と入学金が半額に！スカラシップを逃しても一
定以上の成績で一般入試の合格の権利が得られます。

一般選抜≪共通テスト利用入試(前期)≫
で全学部出願型を開始！

共通テストを受験した方であれば試験会場に足を運ぶこと
なく、受験可能な≪共通テスト利用入試≫。今年度から新
たに全学部出願型（前期日程・３教科型）を導入しました。
１出願（検定料25,000円）で全学部・学科・専攻・専修に
出願でき、学部の選択は合格発表後でＯＫです。

こども学科へリニューアル

学生スタッフさんの案内や説明
がとても丁寧でわかりやすかっ
たです。自分の将来の話をした
時、励ましの言葉をくださってと
ても勇気付けられました。

学生の方がとても優しくて話し
ていてすごく楽しかったし、推
薦のコツなど分かりやすく説明
してくれたので分かりやすかっ
たです！

最初は緊張していたけど、学生
さんから好きなこととか学校の
ことを聞いてくれたおかげで緊
張が解けて聞きやすかったです。

入試TOPICS
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長野県に関わる日本福祉大学の情報をご紹介します

参加者の声

受験生サイトは
こちら ↓↓


